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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第79期
第３四半期
連結累計期間

第80期
第３四半期
連結累計期間

第79期

会計期間
自 平成27年12月１日
至 平成28年８月31日

自 平成28年12月１日
至 平成29年８月31日

自 平成27年12月１日
至 平成28年11月30日

売上高 (千円) 47,351,298 48,798,989 64,922,806

経常利益 (千円) 2,557,778 3,590,634 3,713,397

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,573,126 2,274,350 2,303,723

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,217,595 2,832,499 1,835,671

純資産額 (千円) 20,094,211 23,213,486 20,712,287

総資産額 (千円) 51,143,790 54,138,444 52,834,938

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 95.59 139.66 140.35

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 35.9 39.0 35.7
 

 

回次
第79期
第３四半期
連結会計期間

第80期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年６月１日
至 平成28年８月31日

自 平成29年６月１日
至 平成29年８月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 32.20 53.98
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前連結会計年度の有価証券報告書に記載し

た「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間（平成28年12月１日～平成29年８月31日）における我が国経済は、米国新政権の政策

や欧州の政治リスク、東アジアの地政学的リスクなどによる国内景気への影響が懸念されるなか、大規模な金融緩

和をはじめ政府の各種経済対策の効果もあり、企業業績や雇用・所得環境に改善傾向が見受けられるなど、景気は

緩やかな回復基調で推移しました。

一方、住宅需要につきましては、低水準な住宅ローン金利や政府による住宅取得支援策、賃貸住宅の増加などを

背景に、新設住宅着工戸数は堅調に推移してきましたが、これまで住宅着工を底上げしてきた賃貸住宅などの貸家

は、夏場以降は前年割れに転じました。

こうしたなか当社グループは、床材や建具など建材製品の拡販や、製造コストの低減、製品短納期化による競争

力の強化など利益率の改善に取り組みました。また、合板類については適切な生産、仕入、販売に努め、収益力の

向上をはかりました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高48,798百万円（前年同期比3.1％増）、

営業利益3,381百万円（前年同期比33.3％増）、経常利益3,590百万円（前年同期比40.4％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益2,274百万円（前年同期比44.6％増）となり、大幅に改善いたしました。

報告セグメントの業績は次のとおりであります。

 
〔住宅建材事業〕

住宅建材事業につきましては、デザイン性・施工性に優れた建具類のシリーズ「ＢＩＮＯＩＥ（ビノイエ）」、

斬新で表情豊かなインテリア空間を表現する建具とフローリングのシリーズ「Ａｒｔ Ｃｏｕｔｕｒｅ（アートク

チュール）」、循環可能な木材資源である国産材合板（自社生産の国産ヒノキ合板）を基材に使用したフローリン

グのシリーズ（「ナチュラルフェイス・Ｊベース」「Ｊシルキー」「Ｊクラレス」他）など建材製品の拡販に努め

ました。また、最近のトレンド変化に対応するため、これら国産材合板を基材に使用したフローリングの表面を特

殊加工化粧シート（ＮＥＸシート）とした「Ｊネクシオ」を新たにラインナップしました。

さらに、安心安全ユニバーサルデザインなど高齢者対応、環境、リフォーム、住宅の長寿命化等をテーマに、高

付加価値製品の提案に努めるとともに、地球環境に優しいリサイクル素材を使用し、耐震性能や劣化軽減性能に優

れた構造用ＭＤＦの販売に注力いたしました。加えて、ビノイエなど売れ筋品からセレクトした短納期対応製品

「レギュラーズセレクション」も展開、リフォーム・リノベーション需要獲得に向けた体制整備をはかりました。

この結果、住宅建材事業の売上高は29,801百万円（前年同期比1.2％減）、セグメント利益は2,272百万円（前年

同期比5.8％減）となりました。
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〔合板事業〕

国産針葉樹合板は、依然として業界全体の製品在庫水準が低く、当社及び子会社の生産、販売が好調に推移する

なか、販売価格は緩やかな値上がり傾向で安定した合板相場が続いたことから、平成27年５月に稼動を開始した当

社合板工場も収益に貢献し、前年同期に比べ売上高・利益とも増加いたしました。一方、輸入南洋材合板は、生産

現地の原木伐採税の増税をきっかけとする市況の先高感のほか、急激な円安による一時的な要因もあり販売数量が

増加し、前年同期に比べ売上高・利益とも増加いたしました。

この結果、合板事業の売上高は18,997百万円（前年同期比10.6％増）、セグメント利益は2,197百万円（前年同

期比102.0％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

①　流動資産

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、34,262百万円となり、前連結会計年度末に比べ

1,294百万円増加しました。

　その主な要因は、現金及び預金の増加1,779百万円、受取手形及び売掛金の減少313百万円、製品の増加29百万

円、繰延税金資産の減少224百万円などによるものです。

 

②　固定資産

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、19,875百万円となり、前連結会計年度末に比べ8百

万円増加しました。

　その主な要因は、有形固定資産の増加43百万円、無形固定資産の減少49百万円、投資有価証券の増加262百万

円、繰延税金資産の減少134百万円などによるものです。

 

③　流動負債

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、21,103百万円となり、前連結会計年度末に比べ

1,160百万円減少しました。

　その主な要因は、支払手形及び買掛金の増加153百万円、短期借入金の増加619百万円、未払法人税等の減少

717百万円、未払消費税等の減少524百万円、賞与引当金の増加479百万円、その他に含まれる未払費用の減少962

百万円などによるものです。

 

④　固定負債

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、9,821百万円となり、前連結会計年度末に比べ37百

万円減少しました。

　その主な要因は、長期借入金の増加104百万円、長期未払金の増加247百万円、役員退職慰労引当金の減少413

百万円などによるものです。

 

⑤　純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、23,213百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,501

百万円増加しました。

 その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加2,274百万円及び配当による利

益剰余金の減少301百万円、その他有価証券評価差額金の増加175百万円、為替換算調整勘定の増加54百万円、非

支配株主持分の増加275百万円などによるものです。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、116百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 68,303,200

計 68,303,200
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年10月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,339,200 17,339,200
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数　100株

計 17,339,200 17,339,200 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成29年８月31日 － 17,339,200 － 2,141 － 1,587
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成29年５月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成29年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

1,053,800
― （注）１

完全議決権株式(その他)
普通株式

16,284,500
162,845 （注）２

単元未満株式
普通株式

900
― ―

発行済株式総数 17,339,200 ― ―

総株主の議決権 ― 162,845 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(自己株式等)」の欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２．「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、1,900株(議決権19個)含まれてお

ります。

 

② 【自己株式等】

  平成29年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ノダ

東京都台東区浅草橋
５－１３－６

1,053,800 ─ 1,053,800 6.1

計 ― 1,053,800 ─ 1,053,800 6.1
 

 

 

２ 【役員の状況】

　　　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ノダ(E00636)

四半期報告書

 7/18



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年６月１日から平成

29年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年12月１日から平成29年８月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 11,445,102 13,224,181

  受取手形及び売掛金 10,665,492 10,351,724

  製品 6,544,628 6,574,061

  仕掛品 1,134,117 1,164,102

  原材料及び貯蔵品 1,986,011 2,050,603

  繰延税金資産 533,349 308,645

  その他 665,003 589,471

  貸倒引当金 △5,800 -

  流動資産合計 32,967,905 34,262,789

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,338,802 2,358,587

   機械装置及び運搬具（純額） 5,760,720 5,674,161

   工具、器具及び備品（純額） 205,117 205,921

   土地 4,529,685 4,529,685

   立木 144,534 144,534

   リース資産（純額） 238,037 205,934

   建設仮勘定 44,588 186,105

   有形固定資産合計 13,261,485 13,304,930

  無形固定資産 145,104 96,081

  投資その他の資産   

   投資有価証券 4,410,145 4,672,151

   繰延税金資産 1,310,759 1,176,084

   その他 741,537 628,405

   貸倒引当金 △2,000 △2,000

   投資その他の資産合計 6,460,442 6,474,642

  固定資産合計 19,867,032 19,875,654

 資産合計 52,834,938 54,138,444
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年８月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 9,242,150 9,395,267

  短期借入金 7,426,428 8,045,437

  1年内償還予定の社債 39,760 39,760

  未払金 1,744,196 1,310,905

  未払法人税等 1,017,394 299,399

  未払消費税等 755,789 231,350

  賞与引当金 - 479,050

  設備関係支払手形 592,295 821,139

  その他 1,445,395 480,909

  流動負債合計 22,263,408 21,103,219

 固定負債   

  社債 350,360 330,480

  長期借入金 3,324,110 3,429,060

  長期未払金 - 247,460

  役員退職慰労引当金 413,330 -

  環境対策引当金 73,554 73,554

  退職給付に係る負債 5,501,445 5,589,940

  繰延税金負債 - 8,822

  その他 196,441 142,420

  固定負債合計 9,859,241 9,821,738

 負債合計 32,122,650 30,924,957

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,141,000 2,141,000

  資本剰余金 1,587,822 1,587,822

  利益剰余金 16,165,134 18,138,206

  自己株式 △423,682 △423,705

  株主資本合計 19,470,273 21,443,323

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 467,566 642,827

  繰延ヘッジ損益 24,182 △3,857

  為替換算調整勘定 △487,539 △432,544

  退職給付に係る調整累計額 △593,629 △543,411

  その他の包括利益累計額合計 △589,419 △336,985

 非支配株主持分 1,831,433 2,107,148

 純資産合計 20,712,287 23,213,486

負債純資産合計 52,834,938 54,138,444
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年12月１日
　至 平成29年８月31日)

売上高 47,351,298 48,798,989

売上原価 35,892,236 36,265,987

売上総利益 11,459,062 12,533,001

販売費及び一般管理費 8,922,578 9,151,488

営業利益 2,536,483 3,381,513

営業外収益   

 受取利息 5,257 4,548

 受取配当金 33,459 34,786

 業務受託料 5,663 34,689

 経営指導料 46,133 22,249

 持分法による投資利益 80,227 128,264

 その他 44,206 121,463

 営業外収益合計 214,948 346,001

営業外費用   

 支払利息 78,772 65,553

 売上割引 33,187 36,112

 売上債権売却損 32,032 25,719

 その他 49,660 9,495

 営業外費用合計 193,653 136,880

経常利益 2,557,778 3,590,634

特別利益   

 補助金収入 10,250 94,750

 特別利益合計 10,250 94,750

特別損失   

 固定資産除却損 14,136 21,091

 固定資産圧縮損 10,250 94,750

 特別損失合計 24,386 115,841

税金等調整前四半期純利益 2,543,641 3,569,543

法人税、住民税及び事業税 568,255 725,031

法人税等調整額 227,366 280,940

法人税等合計 795,621 1,005,971

四半期純利益 1,748,020 2,563,571

非支配株主に帰属する四半期純利益 174,893 289,221

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,573,126 2,274,350
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年12月１日
　至 平成29年８月31日)

四半期純利益 1,748,020 2,563,571

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △176,703 176,366

 繰延ヘッジ損益 △36,560 △28,039

 退職給付に係る調整額 20,734 54,753

 持分法適用会社に対する持分相当額 △337,895 65,847

 その他の包括利益合計 △530,425 268,927

四半期包括利益 1,217,595 2,832,499

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,108,433 2,526,784

 非支配株主に係る四半期包括利益 109,161 305,715
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【注記事項】

(追加情報)

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しています。

 
　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

 

  

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年８月31日)

 
当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年12月１日
　至 平成29年８月31日)

 減価償却費  1,482,832千円  1,410,456千円
 

 

 
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年12月１日 至 平成28年８月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年２月25日
定時株主総会

普通株式 117,572 7.00 平成27年11月30日 平成28年２月26日 利益剰余金

平成28年７月13日
取締役会

普通株式 122,140 7.50 平成28年５月31日 平成28年８月18日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成28年12月１日 至 平成29年８月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年２月27日
定時株主総会

普通株式 138,425 8.50 平成28年11月30日 平成29年２月28日 利益剰余金

平成29年７月13日
取締役会

普通株式 162,853 10.00 平成29年５月31日 平成29年８月17日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年12月１日 至 平成28年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）住宅建材事業 合板事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 30,173,997 17,177,301 47,351,298 ― 47,351,298

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 1,988,716 1,988,716 △1,988,716 ―

計 30,173,997 19,166,017 49,340,014 △1,988,716 47,351,298

セグメント利益 2,412,249 1,087,983 3,500,232 △963,749 2,536,483
 

(注) １．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去等 28,037千円、各報告セグメントに配分していない全

社費用△991,786 千円であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益との調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年12月１日 至 平成29年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）住宅建材事業 合板事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 29,801,578 18,997,411 48,798,989 ― 48,798,989

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 1,988,368 1,988,368 △1,988,368 ―

計 29,801,578 20,985,779 50,787,357 △1,988,368 48,798,989

セグメント利益 2,272,226 2,197,343 4,469,569 △1,088,056 3,381,513
 

(注) １．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去等 45,397千円、各報告セグメントに配分していない全

社費用△1,133,453千円であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益との調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
至　平成28年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年12月１日
至　平成29年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 95円59銭 139円66銭
 

(注)  １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
至 平成28年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年12月１日
至 平成29年８月31日)

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 1,573,126 2,274,350

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

1,573,126 2,274,350

普通株式の期中平均株式数(株) 16,456,222 16,285,323
 

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第80期（平成28年12月１日から平成29年11月30日）中間配当については、平成29年７月13日開催の取締役会におい

て、平成29年５月31日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議い

たしました。

①配当金の総額 162,853千円

②１株当たりの金額 10円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払い開始日 平成29年８月17日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年10月13日

株式会社ノダ

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  椎　　名    　弘 　   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   春　　山　 　直　　輝    印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ノダの

平成28年12月１日から平成29年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年６月１日から平成29年

８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年12月１日から平成29年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ノダ及び連結子会社の平成29年８月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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